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和製英語の理解における英語および日本語の語彙知識の影響
― 中国華東地域の日本語学習者を例に―
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本研究では,中国人日本語学習者の和製英語の理解に,英語および日本語の語彙知識が, ど
のように影響しているかを検討 した。そのために,歴史的に中国の国際的な経済活動の拠点で
ある中国華東地域 (上海周辺)に住む日本語学習者99名 を対象に,和製英語の理解テス ト,英
語および日本語の語彙テス トを実施した。英語と日本語の語彙テス トの下位尺度をもとに,和
製英語の既知度および理解度を予測する重回帰分析を行つた。その結果,英語の名詞の知識が ,
和製英語の既知度を阻害する方向で有意に影響していた。また,英語の動詞の知識は和製英語
の理解度に対して促進的に,ま た英語の形容詞の知識は阻害的に影響 した。 日本語の知識は ,
和製英語の既知度および理解度にまったく影響 しなかった。さらに,28語の和製英語を階層的
クラスタ分析した結果, 3つ の分類を得た。そして,これらの分類に従つて和製英語の特徴を
考察した。
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1.研究の目的
近年の日本語における外来語の使用は著しく,

増加の一途をたどっている (国 立国語研究所 ,

2005)。 日本語を第 2・ 第 3言語として学ぶ学習
者にとって,日 本語に音韻体系化された外来語は ,

原語の音韻と異なつている場合も多く,発話 (音
声)あるいは文字 (カ タカナ)を媒介して直ちに
その原語に対応させることの難しさが明らかにさ

れている (早川・玉岡 。金,20H)。 国立国語研

究所 (2005)は ,増え続ける外来語の使用に対し,

特に意味理解が困難だと思われる用語の言い換え

を提案してはいるものの,外来語使用傾向の流れ
はしばらく続くだろうと予想される。そのような

状況下で, 日本語学習者にとって,も はや外来語
の学習を回避することは難 しい。しかし,漢字を
用いる漢語や和語に比べ,中 国人日本語学習者に
とつて記憶の負担が大きい外来語学習を効率的に

進めるために,原語の語彙知識を活用することが
できれば,記憶の負担が軽減することが期待できる。

中国語においては,借用語は音訳されるよりも
意訳されることが多く (赤6,2008;那須,1987),
音訳語自体になじみがないという側面がある。外

来語の多くは,英語由来の語である。中国では,
教育機関で第 2言語に英語を学ぶのが一般的であ
るので,日 本語の外来語のかなりの部分において ,

中国語を介さず原語との対応が可能であると考え

らオしる。

しかし一方で, 日本語の外来語彙には,「和製

英語 Capanized English words)」 と呼ばれる外来

語が多数存在する。これらの語彙は,英単語を短
縮したり,英単語を組み合わせたりして作られて
おり,英語には存在しない日本語化された語彙で
ある。そのため,和製英語と本来の英語の意味と
を取り違え,英語の語彙知識が豊富であることが
和製英語の理解をかえって阻害してしまう可能性

もありうる。そうした場合,外来語では,英語知
識からの促進効果があるのに対して,和製英語の

場合は,逆に阻害効果が見られると予想される。
日本語を母語としない学習者に対して行われる日

本語教育での外来語に対する語彙教育は,和語や
漢語に対する比重に比べると,比較的軽視されが
ちである。日本語教育の現場においては,多 くの
場合和製英語は外来語の一つとしてカテゴリ化さ

れているに過ぎず,学習者の持つ英語知識によっ
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て,和製英語に対する正しい意味への接近がどの
程度可能であるのかという点については,ほ とん
ど焦点化されてこなかった。

小林 (2013)は ,100本のテレビ・ コマーシャ
ルにおける和製英語の使用頻度を報告している。

それによると,和製英語は,100本中 9割のテレ
ビ・コマーシャルに登場し, 1本あたり2語ずつ

現れると報告している。 100本のテレビ・コマー

シャルで使われる全語数 (異なり語数)は6,322
語で,そ のうち外来語は831語 (13。 1%),さ らに
和製英語は181語 (2.8%,こ の数値は筆者が論文
のデータをもとに算出)であった。この数字だけ
見れば,極めて少数で,取 り上げる必要はないと
思われるかもしれないが, 日常生活で日々放送さ

れているテレビ・コマーシャルに含まれる和製英

語が2.8%であると考えれば,実際 1日 あたり800
本ほど流されている (Video Research Co五 hOuse,

2007年 の 調 査,http Mヽ、 videocomocOjp/trend/
kiso/ks001p01.html)テ レビ・コマーシャルの総

数からしても,決 して無視することはできないで
あろう。

柴崎 。玉岡。高取 (2007)お よび玉岡・林・池 。

柴崎 (2008)は ,複合タイプの和製英語を構成す
る複合語は,語そのものが簡単であるだけに,組
み合わされた後の和製英語の理解がかえって困難

になると報告されている。また,語自体が簡単で
あるからこそ,それらが日本語において独自に組
み合わされて原語とは異なった意味として使用さ

れるようになっても, 日本語教育の現場では取り
立てられることもなく,見過ごされてきたのだと
思われる。そこで本研究では,英語および日本語
の語彙知識は,和製英語の理解に対して, どのよ
うな影響を及ぼすのかを検討する。

岡本 (1997)に よれば,英語を原語とする外来
語の習得意識と英語学習歴には高い相関があると

いう。これに従えば,英語学習歴が長い日本語学
習者であるほど,英語の語彙からの影響が大きい
のではないかと考えられる。そこで,英語知識が
和製英語の理解に影響を与えるかを検証するため

に,長期間英語教育を受けている中国人日本語学
習者を調査対象者とすることにした。

中国の上海周辺にある華東地域は,歴史的に海
外との交流が盛んで,海外からの言語 。文化の受

容も進んでいると思われる。この地域の中国人は,

小学校 3年から大学まで,英語を第 1外国語 (ま
たは,第 2言語)と して学校で学習するため,大
学入学時点ですでに10年間も英語を学んでいるこ

とになる。日本語は,大学に入学してからも学び
続けるため,英語の方が日本語よりも学習期間が
ずつと長い。その意味で,中国人大学生にとって,
英語が第 1外国語,日本語が第 2外国語と言えよう。
そこで,華東地域で日本語を学習する中国人を
対象に, 日本語と英語の語彙テス トと和製英語テ
ス トを実施した。英語と日本語の両言語の語彙知

識の日本語の和製英語の理解への影響を考察する

ために,第 1に , 日本語の和製英語の理解に及ぼ
す英語と日本語の語彙知識の影響を重回帰分析で

検討した。第 2に ,階層的クラスタ分析で,本調
査で使った和製英語の特徴を考察した。重回帰分

析は99名 の被験者の和製英語の理解に対する語彙

知識の影響を考察するため,階層クラスタ分析は ,

28語の和製英語の特徴を明らかにするための解析

手法である。

2.和製英語の分類と刺激語選択
日本語の外来語に関する研究では,大和・玉岡
(2011,2012)に よると,英語から借用 した 「外
来語」の理解においては, 日本語の語彙知識ばか

りでなく,英語の語彙知識も間接的に,外来語の
理解を促進するように機能することが示されてい

る。 しかしながら,和製英語の場合は,意味的に
英語と日本語とが異なることで,英語の知識がむ
しろ和製英語の理解を阻害する可能性も考えられ

よう。

柴崎他 (2007)は ,和製英語を4つに分類して
いる。第 1に,英語として存在するが,英語の意
味とは異なる意味で使われるものである。例えば ,

英語の 「smart」 は頭が良いという意味であるが ,

日本語の「スマー ト」は体形が細くて見た目が良

いという意味になる。第 2に ,英語の単語を変形 ,

あるいは短縮 して作られたものである。例えば,

英語の「department store」 は, 日本語では短縮
されて 「デパー ト」になる。第 3に ,英単語には
存在しないが日本語の中で使われるようになった

外来語である。例えば, 日本語の「ナイター」は

英語では「night game」 であり,そのような英単



語は存在しない。第 4に,実際に存在する英単語
を組み合わせることで,英語にはない新しい意味
を表すようになつた合成語である。例えば,「モー

ニングサービス」は「喫茶店などで,午前中にす
る割引メニュー」のことを意味する。

和製英語で最も多いのは,第 4の種類である。
さらにいくつかの例を挙げると,「ペーパー ドラ

イバー」という複合語タイプの和製英語がある。

それは英語の「paper」 と「driver」 の組み合わせ

であるが,「 paper driver」 という複合語は英語に

は存在せず,「運転免許を持っているのに,あま
り運転できないこと」を意味する。しかし,英語
の知識の豊富な日本語学習者にとっては,「運転

手の形をした紙人形」とか,「新聞配達をする人」

とか,「新聞をよく読んでいる運転手」とか,かえっ

て多様な意味を想定してしまう可能性がある。
「ペーパー ドライバー」に関して,意味的に近い

英語表現としては,「Sunday driver」 が当たる。

本研究では,最 も数の多い第 4の複合語タイプの

和製英語に焦点を絞って検討することにした。本

研究で使用した和製英語は玉岡等 (2008)お よび

柴崎等 (2007)の論文に使用された調査項目から

28語を選んだ。この28語の複合タイプの和製英語

を選択した基準としては,第 1に,和製英語を構
成する語彙は国際交流基金 。日本国際教育協会が

出版した『 日本語能力試験出題基準』(1日 )「語彙」

に掲載されているものを選ぶようにした。ただし,
「ダイヤルイン」の 「イン (in)」 などのような前

置詞,「マナー」,「ペース」,「 ゥェィ」などは含

まれていないため,実際に構成する単語の内31語

(すべての語彙数は58語)が 出題基準に掲載され
ている。第 2に ,『パーソナルカタカナ語辞典』

(1999),『広辞苑』第五版 (1998),朝 日新聞に使

われた語彙の印刷頻度を調べたところ,選択した
28語の複合タイプの和製英語は, 日本語の和製英

語として存在する。この種の和製英語は,語を構
成する個々の単語が簡単であるだけに,英語知識
から推測すると誤ることが多いと予想される。

本研究は,以上の目的から,次の2点を明らか
にする。 1つ 目は,英語および日本語の語彙知識
は,和製英語の理解に対して, どのような影響を
及ぼすのか。 2つ目は,英語には無い新しい意味
を表すようになった複合語タイプの和製英語 (第
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4の種類の外来語)は英語知識からの推測は和製
英語の理解の阻害となるかどうかである。

3.調査方法
3.1 調査対象者の学年と年齢

本研究では,中国華東地域にある上海の4年制
大学で日本語を専攻とする 2年生 (44名 ), 3年
生 (36名 ),4年生 (10名 )お よび大学院生 (9名 )
の合計99名 の日本語学習者を調査対象者とした。

これらの日本語学習者に日本語と英語の語彙テス

トと和製英語の理解テス トを実施した。99名 の調

査対象者は,最年長は25歳 とHヶ月であり,最年
少は15歳 と 6ヶ 月であった。平均年齢は20歳 と

8ヶ月,標準偏差は 1歳 と7ヶ 月であった。
3.2 調査対象者の英語能力

本研究において調査対象とした中国華東地域の

大学で学ぶ日本語学習者は,小学校 3年生から英
語を第 1外国語として学び始める。大学入学時点

ですでに10年間英語を学習している。また,英語
は大学入学試験の試験科日でもあり,本調査を実
施した大学に入学するためには,英語能力がある
程度高くなくてはならない。さらに,大学入学後
も英語を 2年間勉強する。調査対象の大学の2005

年の 2年生 (1年半くらいの大学での学習)の統
計では,中国の全国大学英語試験である CET 4
級には,77.7%が合格 している。この年の中国の

重点大学の平均合格率が54.6%であったことを考

えると,23.1%も 高い結果であつた。 日本語より

もはるかに長く英語を学んでおり,さ らに大学入

学後も引き続き学び続けることを考えても,英語
語彙知識は豊富であり,その意味で,英語が第 1
外国語であると考えられよう。

3.3 調査対象者の日本語能力

中国教育部が制定した『高等院校日語専業基礎

段階教学大綱』 (中国教育部,2001)および『高
等院校 日語専業高年級段階教学大綱』 (中国教育

部,2000)に よると, 1,2年生は,基礎 日本語 ,
会話, 日本語聴解, 日本事情,新聞講読, 日本語
概説などを基礎 日本語教育として受ける。 3,4
年生は,上級日本語,会話,作文,古典文学,翻
訳 (通訳を含む)な ど専門としての日本語の教育
を受ける。 1年では, 日本語クラス学習時間 (1
クラス時間は45分)は476時間で, 2年では,884
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時間と定められている。本研究の対象となった大

学ではもつと長く, 1年で504時間, 2年で1,080
時間である。また,ほ とんどの学生が, 4年生終
了までに,新 日本語能力試験 1級に合格する。短
期間で, 日本語能力が向上することが分かる。し
かし,それでも学習期間の違いから,本調査対象
者にとっては,英語が第 1外国語であり, 日本語
は第 2外国語であると言えよう。
3.4 調査内容

中国華東地域の日本語学習者99名 に対して,以
下の 3つのテス トを実施した。
3.4.1 日本語の語彙テス トの内容
日本語の語彙知識を測定するための語彙テス ト

は,宮岡・玉岡・酒井 (20H)から借用し,四者
択一の形式で,名詞,動詞,形容詞,機能語の四
つの下位分類を持ち,各分類につき12間である。
1問 1点で,満点48点である。例えば,「彼女は
どんなに大変なときでも,(  )ひ とつ言わず
に病人の世話をしている。」という文の内容にふ

さわしい単語を,(1)「語句」,(2)「苦難」,(3)「不

評」,(4)「愚痴」という4つの選択肢から1つ選
ぶ問題である。ここでは,(4)「愚痴」が正答で
ある。ただし,本研究では,調査の目的に照らし,
機能語を含めない三つの下位分類の36間の項目を

使用した。宮岡他 (2011)が 中国で行った調査 (調

査対象者281名 )では,こ の語彙テス トのクロン
バックのα信頼度係数は0。 74で,内部一貫性は高
かつた。 これまでに,木 山・玉岡 。趙 (2011),
玉岡。宮岡・金。林 (2011),斉藤。玉岡・母 (2012)
でも,中国語や韓国語を母語とする日本語学習者
を日本語能力によって弁別する目的でこの語彙テ

ス トが使用されているが,信頼性係数は,それぞ
れα=0.89(Ⅳ=224), α=0.88(Ⅳ =78),お よび
α=0。85いL l13)と いずれも高い。今回実施 し
た日本語の語彙テス トでは,機能語の12語を除い
た36語で,ク ロンバックのα信頼度係数は,0。 77
でかなり高い数値を示した。

3.4.2 英語の語彙テス トの内容
英語の語彙知識を測定するテス トは, 日本の実
用英語技能検定 1級 と準 1級 レベルの練習問題か
ら借用して,名詞,動詞,副詞,形容詞という四
つの下位分類からなる。問題はすべて四者択一の

形で30間 を設定した。 1問 1点の配点で,満点は

30点である。この英語語彙テス トのクロンバック

のα信頼度係数は0.85で ,非常に高かつた。
3.4.3 和製英語テス トの内容

和製英語の理解を測定するテス トは,既知度と
理解度 という両面から測定するテス トである。

柴崎等 (2007)に使用された30間のうち,玉岡等
(2008)が 同様の項目を用いて日本語母語話者に

対して行つた和製英語に関する理解度調査では ,
「ホーム ドクター」と「テーブルセンター」の正

答率が 7割に満たなかったことが報告されてい

る。日本語母語話者でさえ理解度の低いこの 2つ
の語は, 日本語学習者ならばさらに理解が難しい

であろうと考えられたので,検討の妥当性の観点
からこれらを外 し,本研究では,玉岡等 (2008)
が使用した28間の和製英語で調査を行つた (配点

は各問 1点で満点は28点 )。 これらの問題の四者
択一の選択肢をすべて中国語に訳し,中国語での
選択肢を調査対象者に提示した。まず,当該の和
製英語を知っているかどうか,「知っている」ま

たは「知らない」と書かれた空欄に「ノ」マータ

を付けてもらい,次に,四者択一の選択肢から和
製英語に対する正しい解釈を一つだけ選ばせた。

例えば,「 ドクタース トップ」であれば,(1)「医
生的哭工 (医者のス トライキ)」 ,(2)「 医生的井
坊 (医者の訪問)」 ,(3)「保健医生力了送功貝的
健康,示意停止♭ヒ賽 (医者が健康のために試合な
どを止めさせること)」 ,(4)「因交通堵塞而元法
劫弾的医生 (交通渋滞で動けない医者 )」 という

4つの選択肢があり,こ こでは,(3)が正しい答
えとなる。

4.分析方法および結果
4.1 各テス トの平均および標準偏差
99名 の調査対象者にした 3種類のテス トおよび
各テス トの下位分類の満点,平均,標準偏差,最
高 。最低点は,表 1に示した。調査対象者である
99名 の日本語の語彙知識の得点の平均は23.61点

で標準偏差は4.90点 (各下位分類の得点の平均お

よび標準偏差は,名 詞では″=8.77,Л)=1.77;

動詞 は″=7.78,3)=2.08;形 容詞 は″=7.06,
Я)=2.08)であった。最高得点は36点,最低得点
は11点であった。英語の語彙知識の得点の平均は

23.59点で,標準偏差は4.81点であった。最高得点



日本語語彙知識

名詞

動詞

形容詞

23.61   4.90

8.77    1.77

7.78   2.08

7.06    2.08

36     11

12      3

12      2

12      2

表 1 日本語および英語の語彙テス トの平均と標準偏差

下位分類 満点  平均 標準偏差 最高点 最低点
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知識が有意な負の予測変数 となった (β =― .38,

夕<・ 01)。 つま り,英語の名詞の知識が,和製英
語の既知度を阻害する方向で有意に予測した。こ

れは,本調査に用いた和製英語の組み合わせには,

名詞がもつとも多く含まれており,名詞に備わつ

ていた 2つの要因が影響したことが有意な負の予

測変数となったと考えられる。 1つは,前項と後
項の語の組み合わせによる意味関係である。「ベッ

ドタウン」という語の場合,ベ ッド (bed)と 町
(town)と いう単義を英語の本来の語義で組み合

わせても,「都心に近い集合住宅地」という意味

を類推することはなかなか難しいと思われる。他

にも,「チャイル ドシー ト」は,中国では車に乗
る際に子どもの安全を確保するためのシー トベル

ト付きの座席は一般的ではなく,「子ども用の席」

から想起される意味は,飲食店などに用意されて
いる子ども用の椅子である。そのため,child seat

からは,運転中に赤ん坊や幼児の安全を守るため
のシー トという意味を想起しにくい。英語でもこ

のような座席は baby car seatsと 表現され,child

は使われないことから,こ の語の正しい意味への

推測は難 しかつたであろうと考えられる。このよ

うに,前項と後項の 2つの語は,英語を基準にし
た語義による組み合わせで考えた場合に,意味的
に成立しにくいものが多い。そのため,こ うした

日本語独自に生成された意味の組み合わせによっ

て構成された名詞を含む和製英語は,英語の名詞
の語彙知識によって有意に阻害される要因となっ

36

12

12

12

英語語彙知識

名詞

動詞

形容詞

副詞

23.59    4.81     30

6.96    1.63      9

8.04    1.84     10

4.18    0.94      5

4.40    1.25      6

8

0

2

1

0

和製英語知識 19.19 2.82

注 :N=99.

は30点 ,最低得点は8点であった。和製英語の得
点の平均は19。 19点で,標準偏差は2.82点であった。

最高得点は26点,最低得点は11点であった。
4.2 重回帰分析の結果

和製英語の既知度 (すでに知っているかどうか)

と理解度 (正 しく理解できているかどうか)に対
して日本語語彙知識あるいは英語語彙知識のどん

な品詞が影響しているかを検討するため,和製英
語の既知度に対し重回帰分析を用いて検討した。

4.2.1 和製英語の既知度の予測

日本語と英語の語彙テス トが持つ下位分類の品

詞の得点の平均で和製英語の既知度を重回帰分析

で予測した (/=.25)。 結果は,表 2に示した通
りである。日本語の語彙知識の品詞は,いずれも
和製英語の既知度と理解度に有意な予測変数と

はならなかった。それに対して,英語の名詞の

30

9

10

5

6

表 2 日本語と英語の語彙知識による和製英語の既知度と理解度の予測

変数
既知度 理解度

′値′値

目的変数

和製英語 ノ =.25 χ =.15

説明変数

日本語の語彙

動詞

名詞

形容詞

英語の語彙

動詞

名詞

形容詞

副詞

０

　

５

　

９

1.76

1.34

1.60

0.72

-2.82 **

1.58

0。 94

0.38

0.55

0.56

2.33

-0,75

-2.47

1.29

.05

.06

.07

.36

-.11

-.31

.18

。10

-.38

.18

.12

注 :Ⅳ=99。・′く.05.ホ*p<.ol.rは寄与率,βは偏回帰係数,pは有意確率を示す。
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たと考えられる。

2つ 目に,和製英語に対する正しい認識が教授
されていないということも影響している可能性が

ある。上述したように,実際の教育現場では,和
製英語は外来語の一種としてカテゴリ化されてい

るにとどまり,和製英語がどのように造語化され
るのかについて説明を受けることは,ほ とんどな
いようである。そのため,学習者は外来語を,「外

国からの借用語」という認識で受け取るため,和
製英語はもともとの英語語順規則 (SVO)あ るい

は,英語の名詞と接続する規則に従つて形成され
ていると考えてしまい,英語での名詞の接続規貝J
に則つて推測した結果,誤推を誘引し,和製英語
の理解が阻害されたと思われる。

4.2.2 和製英語の理解度の予測

日本語と英語の語彙テス トの下位分類で和製英

語の理解度を重回帰分析で予測した (ノ =.15)。

結果は表 2に示した通りである。日本語の和製英

語における理解度に対しては英語の動詞 (β =。36,

夕<.05)と 形容詞 (β =‐.31,pく。o5)の知識が有意
な予測変数となった。英語の動詞は,和製英語の
理解を促進するのに対して,英語の形容詞は阻害
する方向の影響であつた。それは和製英語を理解

する際,「オープンカー」の「オープン」は,英
語の動詞である「open」 であり,動詞は和製英語
で使われても大きく意味が変わらないために促進

的に影響したと考えられる。一方,「シルバーシー

ト」の「シルバー」の形容詞「silver」 などのよ

うな複合語タイプの和製英語では,形容詞の場合 ,

英語の本来の意味とは異なる解釈で使用されるも

のがあり,こ うした形容詞は,も との英語の語義
から和製英語で用いられている意味を類推するこ

とが困難であつたと考えられる。「シルバーシー

ト」は,高齢者や身体が不自由な利用者のための

席を区別するために,銀色の生地が用いられたこ
とから定着 した和製英語であるが,英語では,
silverが このような概念を指すことはない。日本語

学習者が英語の silverの概念を基準に類推したと

すれば,「お年寄り優先の席」という意味に到達す

ることはかなり難しいことであろうと思われる。

以上のような 2つの重回帰分析の結果から, 日

本語の語彙知識は,和製英語の既知および理解に
は影響しないことが分かつた。一方,英語の和製

英語の既知度には,動詞が促進的に影響し,名詞
と形容詞は阻害する形で影響していた。動詞が促

進的に作用したのは,英語の原義とそれほど意味
が変容せずに使用されていたものが多かったから

だと思われる。それに対し,名詞や形容詞は,も
ともとの英語の意味を変えて日本語で独自に使用

されるようになつた語彙が多いため,英語の語彙
知識がかえつて和製英語の意味の推測を阻害する

こととなったのであろうと考えられる。

4.3 和製英語28語の階層的クラスタ分析および結果
28語の和製英語は,理解度と既知度についてど
のような特徴が見られるのであろうか。28語の和

製英語の特徴を階層的クラスタ分析の手法で考察

する。階層的クラスタ分析は,最も類似した調査
対象を自動的に集めて同じグループに分類しなが

ら,次第に大きな階層構造を持つ集合を作つてい

く探索的な統計手法である (小塩,2007;石川・

前田・山崎,20H)。 28語の和製英語について,99
名の中国人日本語学習者による理解度と既知度の

得点の平均を使つて,階層的クラスタ分析を行つた。

クラスタ間の距離はウォー ド法,和製英語の距
離は平方ユークリッド距離を使用した。28語の和

製英語に対 して行つた階層的クラスタ分析の結

果,25ポイン トスケールの12ポイン トで切ると,
3つのクラスタが得られた。さらに,正準判別分
析によって,階層的クラスタ分析による3つのク
ラスタの判別の良さを交差妥当化で検証した。判

別分析を行つた結果,正判別率は96.00%で あっ
た。つまり,今回の階層的クラスタ分析で得られた
3つのクラスタが96%正しく分類されたことが確認

された。この分類の結果は図 1に示した通りである。

図 1の ように,ク ラスタ Iには「モーニングサー

ビス」,「 ミスコンテス ト」,「ニューハーフ」,「 ヮ

ンルームマンション」,「デッドボール」,「タイム

サービス」,「 ワンパターン」,「マナーモー ド」,「シ

ルバーシー ト」,「チャイル ドシー ト」,「ペアルッ

ク」,「ポケットベル」,「 ドクタース トップ」,「ペー

パー ドライバー」,「モデルルーム」,「オーブン

カー」の16語の和製英語が分類された。クラスタ

Ⅱは「マンツーマン」,「ダイヤルイン」,「ベッド

タウン」,「 レースクイーン」,「スキンシップ」,
「ッーショット」の 6語である。クラスタⅢには「ハ

イウェイ」,「ゲームソフト」,「アフターサービス」,



28語の和製英語♀

28語の和製英語の理解度 と既知度についての

階層的クラスタ分析のデン ドログラム

:理解度と既知度の平均を使つて,28語の和製英語を階層
的クラスタ分析で分類した。クラスタ間の距離はウォー

ド法で,和製英語の距離は平方ユークリッド距離を使った。
:階層的クラスタ分析による分類は25ポイントスケール
の12ポイントで切つて, 3つのクラスタを得た。
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「マイペース」,「ライブハウス」,「ゲームセンター」

6語が含まれた。

さらに,28語の和製英語の既知度の平均を横軸
に,理解度の平均を縦軸にして,階層的クラスタ
分析の分類結果をプロットして図 2に表した。プ

ロッテリングを通して, 3つのクラスタに分けら

れた和製英語に関する特徴が見て取れる。

図 2のプロッテリングに示した通り,ク ラスタ

Ⅲは既知度も高く,理解度も高い和製英語のクラ
スタ,すなわち「理解容易」な和製英語である。
例えば,「ゲームセンター」は,正 しい英語表現
としては「video game arcade(cente→ 」あるいは
「amusement arcade」 であるが,「ゲームをするセ

ンター」という英語知識から十分に推測が可能であ

り,実際に和製英語になっても意味のずれが小さい。

クラスタⅡは,ク ラスタⅢとは対照的に,既知
度も理解度も共に低い和製英語のクラスタであ

る。すなわち,「理解が困難」な和製英語である

と言えよう。和製英語を構成する両単語,「two」

モーニングサービス
ミスコンテスト
_ューハーフ

ワンフレームマンション
デッドボール
タイムサービス
ワン′くターン
マナーモード
シフレ′`一シート
チャイルドシート
ペアルック
ポケツトベル
ドクターストップ
ベーパードライバー
モデルルーム
オープンカー
マンツーマン
ダイヤルイン
ペッドタウン
レースクイーン
スキンシップ
ツーショット
ハイウェイ
ゲームソフト
アフターサービス
マイベース
ライブハウス
ゲームセンター

カビf

注 2

理
解
度
（
％
）

2彗 I

既知度 (%)

図 2 28語の和製英語の理解度と既知度のプロッテ リング
:理解度と既知度の平均を使つて,28語の和製英語を階層的クラスタ分析で分類した。クラスタ間の距離はウォード法で,
英語の距離は平方ユークリッド距離を使った。
:階層的クラスタ分析による分類は25ポイントスケールの12ポイントで切つて,上記の3つのクラスタを得た。
:横軸は既知度の平均,縦軸は理解度の平均である。階層的クラスタ分析の分類結果をプロットして示した。
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と 「shOt」 , 「bed」  と 「tOwn」 , 「skin」  と 「ship」
の英語の意味と和製英語が表す意味がかけ離れて
いるため,理解が難しかったのだと思われる。
クラスタ Iには,最 も多くの和製英語が分類さ
れた。既知度は高くないが理解度は高い和製英語
のクラスタである。つまり,「推測可能」な和製
英語と言えよう。この中には,柴崎他 (2007)が
指摘したよぅに,一つの和製英語を意味的に三分
でき,前部は後部を修飾して,後部は意味的主要
部になるようなものが含まれている。例えば,「モ
デルルーム」「ミスコンテス ト」「オープンカー」
などである。クラスタ Iに分類された「ドクター
ス トップ」の既知度は調査対象の28語 中最も低
かつた。にもかかわらず,理解度は60%以上であっ
た。これは,英語と和製英語の意味がある程度類
似しているので,正 しい推淑1に導くことができた
からであろう。

5.総合考察
本研究の目的は,中国華東地域の日本語学習者
を対象に,和製英語の理解における日本語および
英語の語彙知識の影響を明らかにすることであ
る。結果は,以下のように要約できよぅ。
第 1に ,和製英語の既知度と理解度には, 日本
語の語彙知識は影響していなかったが,英語の語
彙知識からの影響が見られた。既知度に関しては ,
英語の名詞の知識が,和製英語の既知度を阻害し
ていた。また,理解度に関しては,英語の形容詞
と動詞の知識が和製英語の理解度に影響すること
がわかつた。英語の動詞の知識は和製英語の理解
を促 していたものの,英語の形容詞の知識は阻害
していた。和製英語の理解に関する研究では,
柴崎他 (2007)は ,ァ メリカ人 (英語母語話者 )
の日本語学習者にとって,和製英語の意味が推測
し易い語と推測し難い語があることを指摘 してい
る。推測 し易い和製英語は,後項の語が複合語で
ある和製英語全体の意味の主要部となり,前項の
語が後項の語を修飾している場合である。例えば ,
「ワイシャツ」(「white shirt」 ),「 フルコース」(「 full
collrse」 )な どでぁる。一方,推測 し難い和製英
語は,英語の語順規則に従わず,英語の意味概念
から外れており,前項も後項も和製英語の主要な
意味を示さないような「テーブルセンター」(「 table

center」 )や 「ツーショット」 (「two shOt」 )な ど
である。本研究の結果もそれを反映しており,和
製英語は,英語と日本語との統語的・意味的な違
いが強く影響していた。

和製英語の既知度には,英語の名詞の知識が阻
害するように影響することが重回帰分析で明らか
になったが,ク ラスタ分析においても,「理解困難」
クラスタに属する「ベッドタウン」や「スキンシッ
プ」などのように名詞を含む和製英語の既知度が
極めて低かった。これらの和製英語を構成する
「ベ ッド」 (名 詞の「bed」 )と 「タゥン」 (名 詞の
「t∞興」),「スキン」 (名詞の「skin」 )と 「シップ」
(名詞の「ship」 )は ,英語の単語として実際に存
在するが,組み合わせて複合語にしたときに,英
語の名詞の意味と大きく食い違ってしまう。その
ため,英語の名詞の知識は,和製英語の既知度に
対して負の影響要因となってぃた。一方,和製英
語の理解度においては,英語の動詞の知識は促進
的,英語の形容詞の知識は阻害するように影響し
た。借用した英語が動詞である場合には,和製英
語において意味的に大きく変容されない。しかし,
英語の形容詞では, 日本語の意味からかけ離れた
意味で使われる傾向にある (例えば,「シルバーシー

ト」「デッドボール」など)。 そのため,英語の形容
詞の意味から和製英語を推測するのは難しくなる。
第 2に ,和製英語の理解度と既知度で,28語の
和製英語を分類すると,「理解容易」,「理解困難」
および「推測可能」という3つのクラスタに分け
られた。これらには,語構成と意味において,以
下のような特徴が見られた。「理解容易」クラス

タの和製英語は,それに対応する英語の単語や表
現形式と類似性が比較的高く,英語の語彙知識か
ら推測が容易である。「理解困難」クラスタの和
製英語は, 2つの英語の単語の意味関係が和製英
語と意味的に外れており,ま た英語の文法規則に
も従わないものである。「推測可能」クラスタの

和製英語は,修飾部と意味的主要部が構造的に明
瞭であり,長い英語の学習歴を持つ日本語学習者
にとって,意味的に推測し易いことが分かった。
第 3に ,日 本語と英語の語彙知識の影響関係が ,
和製英語の理解 と外来語とでは異なることがわ
かつた。大和・玉岡 (2011,2012)で は,外来語
の理解は, 日本語の語彙知識から促進的に,また



英語の語彙知識からも間接効果として促進的な影

響が見られていた。和製英語と異なり,外来語の
場合は,英語から借用した語であり,たいていの

場合,英語の意味と大きくかけ離れていないこと
が多いためであろう。 しかし,本研究で対象とし
た和製英語は,特に名詞や形容詞の英単語を中心
に, 日本語特有の意味を伴つて使用されているも
のが多く,英語の知識からの影響は,名詞や形容
詞が含まれる和製英語に対して,む しろ阻害的に
働くことが示された。

本研究では, 日本語教育おいて中心的に扱われ

てきた語彙ではなく,周辺的な和製英語という種
類の語彙を扱った。和製英語は,通常の外来語と
違い,英語知識がそのまま適用できないタイプの

外来語であるが,外来語の一種であり,正 しい日
本語の語彙である。近年,外来語は,音楽,フ ァッ

ション,ス ポーツ,コ ンピュータの分野で頻繁に

使われ,その使用頻度は高まる傾向にある。その

中で,ジャンルに特有な和製英語を含む外来語の
種類も増えている。こうした語彙は,特定ジャン
ル内で関連した意味的ネットワークを持っている

ようである。意味的ネットワークを駆使すること

で,多様な語彙が学び易いと言われている。それ
ならば, 日本語学習者の興味やそれに関連した背

景知識が,ジャンルに特有な和製英語を含む外来
語の理解に強く影響するのではないかと思われ

る。まずは,ジャンルごとのそのような意味的ネッ

トを想定して,学習者の背景知識と外来語の理解
の関係を明らかにしたい。さらに,ジャンル別に
日本語学習者が学ぶべき外来語を判定して, 日本

語教育の現場における語彙学習に反映していける

ような研究に発展させたい。また,本研究では,
第 4の種類の和製漢語に焦点を当てたが,今後はそ
れ以外の種類の和製漢語についても検討し,引 き続
き和製漢語の習得の様本目を明らかにしていきたい。
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Effects of Japanese and English lexical knowledge on comprehension of Japanized English words:
A case study of Chinese students learningJapanese in the eastern China region
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The present study investigates the effects of Japanese and English lexical knowledge on comprehension

of Japanized English words. Three tests of Japanese words, English words and Japanized English words were
administered to 99 Chinese students learning Japanese in the eastern China region who have studied English
since Grade 3 (10 years prior to university education), much longer than Japanese. Multiple regression
analyses, predicting scores ofJapanized English words by scores ofJapanese (noun, verb, and adjective) and

English (noun, verb, adjective, and adverb) lexical knowledge tests, indicated that English knowledge
hindered the participants' familiarity of Japanized English words, while English verb knowledge enhanced,

and English adjective knowledge impeded understanding of Japanized English words. Furthermore, based on

the familiarity and comprehension scores of Japanized English words test, a cluster analysis grouped 28

Japanized English words into three clusters. The detailed characteristics of these clusters were reported.

Keywords: Japanized English words, first and second foreign language, Japanese vocabulary knowledge,

English vocabulary knowledge


